
去る５月18日開催の定時総会において、会長にご選任いただき、大変光栄に存じます。 

本会の更なる発展と、会員の皆様の期待にお応えするため、会長としての責務を果たしてまい

る所存です。 

2016年オリンピックの開催都市がまもなく決定されます。東京オリンピックが実現しますと、

首都東京がさらに魅力的で暮らしやすい街に生まれ変わり、３兆円と言われる大きな経済効果も

期待されます。 

東京の街づくりの最前線である「現場」を担う土木技術者の役割は大きく、これまで以上に重

要となります。 

土木技術者の方々は、確かなものづくりによって、地域住民の生活を支えているとの誇りと情

熱をもって、日々の仕事に励まれておられることと思います。 

建設業は、技術者一人ひとりの「人材」の力によるところが大きい産業です。ものづくりを支

えていくためには、若年社員の確保・定着を図り、技術の継承が途切れることのないよう、優秀

な技術者を育成していかなければなりません。 

少子高齢社会が本格化し、若年技術者の人材獲得が厳しさを増すなか、次世代を担う若者たち

が「魅力を感じる建設業界」の実現に向けて、今できることから取り組んでいくことが大切では

ないかと考えます。 

会員の皆様のご協力のもと、若年技術者に重点を置いた講習会をはじめ、都市土木の工事現場

視察、異業種他分野の施設見学、建設技術展示会など、土木技術者の技術力向上を支援する事業

や建設業の信頼回復と理解促進に向けた活動などを実施してまいります。 

これら事業を円滑に推進するためには、会員の皆様のご理解・ご協力が必要となりますので、

今後ともより一層のご支援をお願い申し上げます。 


